
１．調査の目的

　大分市民の生活習慣や健康に関する意識を把握し、いきいき健康大分市民21に掲げている目標等について評価し、

第2期いきいき健康大分市民21中間評価のための基礎資料とする。

　今回、大分県の長期総合計画「安心・活力・発展プラン2015」に掲げる「健康寿命日本一」を実現するため、生活

習慣等の健康に関する意識・行動の現状を把握し、健康課題の要因となる生活習慣の市町村の地域差を明らかに

することを目的とした県民健康意識行動調査と合わせて実施。

２．調査機関

平成28年6月～7月

３．調査方法

往復郵送調査

４．調査対象

　20歳以上の全県民を母集団とし、市町村比較が可能な標本数を確保するために、市町村別（18分割）、年代別

（５歳刻みの14年代に分割）、性別（男女2分割）に層化多段抽出を行った。（県全体19,276人）

　　県全体　19,276人

　　大分市　　2,981人

５．有効回答率

　　県全体　　11,822人　61.3％ 　

　　大分市　　　1,600人　53.7％

６．報告書の見方

　・集計値は四捨五入により小数点以下第１位までの表示としており、見かけの合計値が100％にならない場合がある。



７．回答者の属性

≪回答者の性別≫

人 ％

男性 734 45.9%

女性 866 54.1%

全体 1,600 100%

≪回答者の年代≫

男性 女性 計

20代 61 76 137

30代 73 114 187

40代 82 115 197

50代 102 131 233

60代 144 169 313

70代 144 157 301

80代以上 128 104 232

合計 734 866 1600

８．策定時との比較

対象者数 対象年齢 回答率

３，０００人 １５歳以上 48.0%

２，９８１人 ２０歳以上 53.7%

調査対象

無作為抽出

年代別、性別、
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郵送による配布・回収

往復郵送調査
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